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2Lp-7　　　樹脂加工と染色性について

　　　　　　○村田温子゛泉有亮“

　　　　　　C三重短大“椙山女学園大)

　目的　市販布には樹脂加工されているものが多いが、染色する場合には、それがどのように

影響するのか､樹脂の効果的な除去方法は何か、また染色性はどうなるのかについて検討した。

　方法　サンフォライズ加工､ss加工､SSP加工されたＮ社の綿100％40番ブロードを用い､JIS

　　　L　1041　樹脂加工織物及び編物の試験方法｢樹脂量｣を参考に0.25 %塩酸及びその塩酸

とP Hをほぼ同じにした硫酸、酢酸で90 "C 30分処理した。比較のために熱水で30分処理し

たもの及び原布を試料として用いた。酸処理した試料の溶出ホルムアルデヒド量を測定し、

TENSIRON　ＯＮ/ＵＴＭ-IIIで引張り強仲度曲線を描き、ヤング率、強度、伸長率を算出した。

またそれぞれの試料を1 % o.w.f.の直接染料で15分、30分間染色し、視感反射率をINFRARED

MOISTURE DETERMINATION BALANCE FD-230 で測定した。

　　結果　酸処理後の溶出ホルムアルデヒドは、サンフォライズ加工布では検出できず、SS,SSP

加工布では塩酸、硫酸ともに5.2～5.5 m g/g。、酢酸はその約1/2が検出された。染色性は、

ホルムアルデヒド溶出と同様、溶出量が多い試料ほど悪かった。酸処理後の引っ張り強度につ

いては概して低下したが、中でも塩酸が大きかった。

2 Lp- 8 ペーパークa マトグラフィーによるシクロデキストリンと

　　　　　水溶性染料の包接性に関する研究

　　　　　○　樫野悦子＊　　藤井富美子¨

　　　　　（＊共立女短大　　* *徳島文理大）

目的　シクロデキストリン（ＣＤと略記）は，グルコピラノースがa －1 , 4結合した環

状構造をなすオリゴ糖で，その環状内部に疎水性物質を包接することが知られている。前

々回ではＣＤによる水溶性染料の溶解性の向上について分光学的手法により検討し報告し

た。ＣＤによる包接に関する知見は種々の方法で得られるが，本研究では，染料を容易に

分離できるペーパークロマトグラフィー（ＰＣと略記）を用いて, CDと水溶性染料との

包接性について，吸収スペクトル法との比較において検討した。

方法　染料は主として｡酸性染料を用い，例えば前々回でＣＤの包接が示唆されたSuminol

Milling Brilliant Red BS（C.I. Acid Red 138）は，市販染料を精製して用い, Methyl 0

range （C. I. Acid Orange 52）は，試薬をそのまま用いた。ＣＤには. a ,β. 7の３種の

試薬をそのまま使用した。ＣＤ及び染料のそれぞれの濃度をいろいろに変化させた混合溶

液をろ紙に滴下し, P C法により展開分離し，その分離状態から包接性を求めた。またそ

の吸収スペクトルを測定して比較検討した。

結果　吸収スペクトル法におけるSuminol Milling Brilliant Red BSは, 7 －c D に対し

て，また, Methyl Orangeは, α,β, 7 －CDのいずれに対しても等吸収点を有し, CD

濃度の増加とともに吸光度は減少する。一方, P C法においては，染料に対するＣＤのモ

ル比が低い場合にはＣＤと染料とは一体化して出現し，モル比が高い場合にはＣＤが過剰

となり染料とＣＤのクロマトは分離または擦出して検出される。
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